
精
紳
物
理
的
法
則
（
三

千
　
葉
　
　
胤
　
成

9．11

三
三
三
的
研
究

　
精
紳
物
理
的
法
則
に
漏
す
る
思
想
の
沿
革
の
大
要
は
以
上
述
ぶ
る
如
く
で
あ
る
が
、
其
考
察
の

材
料
或
は
手
段
π
る
べ
き
實
験
的
研
究
は
如
侮
な
る
駿
態
に
あ
る
が
。
吾
人
は
鼓
に
は
其
歴
史

的
観
察
を
避
け
、
專
ら
代
表
臨
研
究
に
就
き
概
槻
し
や
う
と
思
ふ
。
．
然
6
に
研
究
σ
結
果
と
其
結

果
に
よ
ゆ
表
は
さ
れ
て
鳴
る
事
實
と
は
分
ち
蓮
ぶ
る
を
便
と
思
ふ
か
ら
、
次
に
に
先
づ
其
結
果
を

一
瞥
し
や
う
。

　
　
　
　
　
　
　
甲
結
．
果
．

　
實
験
的
研
究
の
結
果
に
就
き
て
見
る
に
、
實
験
は
主
と
し
て
歴
畳
、
聴
畳
及
親
臨
に
つ
き
行
は
れ
、

他
の
威
霊
の
範
園
に
於
て
は
未
だ
精
紳
物
理
的
法
則
の
事
實
を
誼
明
す
る
に
足
る
べ
き
材
料
を

有
し
て
居
な
い
。
　
よ
う
て
舷
に
は
以
上
の
三
つ
の
臓
畳
の
霊
園
に
つ
き
概
観
す
る
に
留
め
る
。

　
　
引
’
歴
畳

　
．
　
　
　
！
一
㌧

　
　
　
　
精
憩
物
理
的
法
劃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
戸
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囁
㌻

　
　
　
　
哲
臼
攣
硫
究
　
　
第
二
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

　
所
謂
ウ
皿
婁
ベ
ル
の
法
期
は
竜
と
論
罪
の
識
別
に
議
す
る
研
究
に
其
根
源
を
有
す
る
。
・
即
ウ
畿
露

ベ
ル
は
歴
の
応
接
に
勤
す
る
可
域
性
を
ば
次
の
二
つ
の
置
合
に
つ
き
實
験
を
試
み
た
。
　
一
は
重

量
を
左
右
義
手
に
同
時
的
に
與
ふ
る
血
合
、
他
は
同
一
手
に
篇
次
的
に
之
を
輿
ふ
る
場
合
で
あ
る
。

然
る
に
其
直
謝
的
辮
二
二
は
第
一
の
二
合
に
は
三
分
の
一
第
二
の
息
合
に
は
十
四
分
の
一
乃
至

三
十
分
の
一
な
る
こ
と
を
見
出
し
カ
。
然
る
に
ツ
ェ
π
ベ
ル
及
他
の
以
前
の
槻
点
者
の
研
究
は
何

れ
も
其
方
法
粗
雑
な
る
を
覧
れ
諏
。
而
し
て
是
等
の
敏
黙
を
除
き
精
密
な
る
實
験
を
試
み
π
る

竜
の
は
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
（
こ
及
コ
プ
ン
ス
キ
島
廻
）
で
あ
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
ヘ

　
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
、
コ
ブ
ン
ス
キ
置
の
爾
人
は
騰
衡
（
三
）
を
用
ひ
二
化
法
（
四
）
に
よ
ウ
指
の
内
面
に
つ
き

實
験
を
し
だ
の
で
あ
る
が
、
或
範
園
内
に
於
て
は
相
封
的
辮
別
閾
は
極
あ
て
常
恒
な
る
こ
と
を
登

話
し
だ
。
併
し
精
細
に
見
來
る
と
き
は
五
〇
！
一
〇
〇
〇
琵
の
問
に
於
て
凡
そ
三
つ
の
段
階
が

士
別
せ
ら
る
＼
の
を
見
る
。
即
第
一
は
五
〇
i
二
〇
〇
、
第
二
ば
二
〇
〇
一
五
〇
〇
、
第
三
は
五
〇

〇
1
一
〇
．
○
○
で
あ
る
。
而
し
て
此
際
の
絶
心
的
品
別
國
は
漸
々
増
加
し
之
に
反
し
相
劃
的
辮

瑚
閾
は
却
っ
て
減
少
す
る
。
’
即
第
一
の
領
域
内
に
て
は
十
五
分
差
一
第
E
二
は
二
十
分
の
一
第
三

は
三
十
分
の
一
で
あ
っ
だ
。
然
る
に
此
關
係
は
塵
減
少
の
揚
合
は
全
く
異
な
う
上
士
性
は
著
し

く
小
に
し
て
其
相
封
面
癖
別
閾
は
増
加
の
場
合
の
殆
ん
ど
二
倍
に
翻
し
て
居
る
。
（
五
）



　
　
一
、
　
ス
’
ト
ラ
ッ
「
ト
ン
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
～
、
．

　
メ
予
ラ
。
ト
ン
は
千
八
百
九
十
四
年
よ
う
千
八
百
九
．
十
六
年
に
亙
ウ
四
人
め
受
手
者
に
就
蓉
實

験
を
施
行
し
、
重
量
増
加
並
に
減
少
爾
揚
合
を
更
に
養
化
及
方
向
加
温
に
分
ち
七
種
の
標
準
重
量

に
つ
き
各
五
回
宛
實
験
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
結
果
を
表
出
す
れ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。
　
但

し
養
於
蕊
は
聾
聖
別
閾
÷
は
鐸
轟
別
閾
で
あ
妾
ほ
塗
上
募
楚
に
分

数
に
て
表
は
し
π
る
相
封
的
辮
、
別
閾
を
附
加
し
だ
。
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い
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ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
は
以
上
の
研
究
の
結
果
を
纒
め
て
次
の
数
項
に
約
し
π
。
　
　
　
　
　
　
．

の
瞬
問
的
六
諭
化
の
知
畳
に
封
ず
る
辮
別
閾
は
次
の
露
点
に
よ
ウ
四
つ
の
異
な
る
値
を
示
し

　
　
　
篇
紳
鞠
理
的
法
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
三



a．ld

　
　
　
　
欝
學
研
究
　
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
七
四

て
居
る
。
即
増
加
叉
は
滅
少
の
漫
評
を
知
る
か
叉
は
識
語
揚
合
軍
に
鍵
化
せ
る
こ
と
を
知
る
か

に
よ
る
。
換
言
す
れ
ば
共
方
向
と
軍
な
る
誌
面
と
に
よ
う
異
っ
て
居
る
。
　
　
　
　
　
　
㌔

　
②
瞬
聞
方
漫
化
の
方
向
を
知
面
し
得
る
π
め
に
は
、
同
じ
標
準
重
量
に
あ
う
て
も
軍
な
る
憂
化

を
認
む
る
よ
う
は
大
な
る
襲
化
を
要
す
る
。

　
紛
他
の
條
件
同
じ
き
と
き
は
、
増
加
は
減
少
よ
う
も
知
畳
が
容
易
で
あ
る
。

　
＠
辮
肋
閾
は
標
準
重
量
に
…
封
ず
る
關
係
に
就
て
は
ウ
瓢
蕃
ベ
ル
の
法
則
に
癒
じ
、
七
五
一
二
〇
〇

斑
に
あ
ウ
て
は
殆
ん
ど
常
磁
で
あ
る
。
但
し
五
〇
1
一
〇
琵
の
問
に
あ
う
て
は
漸
々
増
大
す
る
。

　
両
便
化
愚
心
其
に
結
合
せ
る
方
向
閾
と
の
問
の
補
血
は
、
瞬
間
出
品
化
の
融
合
に
は
多
少
常
恒

の
傾
が
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
墾
化
閾
の
常
恒
な
る
と
き
の
み
な
ら
ず
其
不
同
な
る
試
合
に
竜

見
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
⑥
上
昇
及
下
降
の
實
験
法
よ
ウ
來
る
違
は
旗
揚
合
に
は
何
等
青
煮
な
る
差
蓮
が
認
め
ら
れ
な

か
つ
だ
。
（
六
）

　
　
二
、
　
コ
プ
レ
ス
キ
ー
の
研
究

　
彼
は
特
に
自
已
の
研
究
の
差
め
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
ソ
め
装
置
に
改
良
を
施
し
て
薪
禿
に
器
械
を

作
り
、
千
九
百
二
年
よ
う
千
九
百
四
年
に
百
丁
9
極
め
て
周
到
な
る
用
意
に
よ
・
9
て
實
験
を
試
み
π
。



殊
に
ス
ト
ラ
ツ
ト
ン
」
の
場
合
に
は
重
量
の
與
べ
ら
る
べ
き
皮
膚
の
場
所
及
接
二
面
に
注
意
し
な

か
っ
た
の
を
遺
言
な
ウ
と
し
、
人
指
指
の
第
一
節
の
背
面
中
央
傘
御
三
・
・
、
ツ
メ
ー
ト
ル
の
面
に
イ

施
行
し
た
。
・
今
一
被
験
者
の
場
合
の
結
果
を
左
に
掲
げ
や
う
。
但
し
表
に
於
て
S
「
は
相
封
的
…
辮

弧
颯
既
墾
鼠
は
増
加
に
於
け
る
融
化
点
語
は
同
方
向
閾
軌
は
滅
少
に
於
け
る
乳
化
融
融
は
同
方

　
　
　
　
　
て
居
る
。
な
ほ
叉
前
と
同
様
に
相
野
的
辮
別
閾
を
分
数
に
表
は
し
尤
る
竜
の
を
附

r
懇
馨
鴇
　
嗣

b
つ
」α

O

目
O
〔
．

同
窯
竣
5

”
W
｛
｝
（

降
三
．
望
O

㊦
O
O

“
O
O

Qo
瘰
ｼ

罵
O
O
O

’n．

ua

顎

’n

P
愛
O
脳
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O
b
叩

つ
　
あ
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α
2
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O
セ
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W
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一
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O
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O
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O
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伊
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O
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ρ
S
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ド
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く
幽
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＜
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毒
O
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⊃
b

一
＼
驚
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H
訟
碧

．
＼
畏
訓

去
b
っ
㌻

．
、
墨
ω

．
巌
導
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以
上
の
研
究
よ
う
し
て
コ
ブ
レ
ス
キ
｝
は
次
の
結
論
を
導
出
し
て
居
る
。

　
　
　
縮
紳
物
理
酌
法
期

モ
五
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哲
學
研
究
　

第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
大

　
σ
D
相
封
的
弓
化
閾
は
標
準
重
量
の
増
加
と
共
に
減
少
す
る
。

　
②
各
概
察
者
に
あ
ウ
て
或
範
園
内
に
慌
て
は
殆
ん
ど
ウ
瀧
｝
ベ
ル
の
法
剰
に
一
致
す
る
所
が
あ

み
。
例
へ
ば
或
被
験
者
の
揚
合
に
て
は
其
範
團
二
つ
あ
う
、
一
は
二
〇
〇
1
－
五
〇
〇
琵
で
他
は
五

〇
〇
：
一
〇
〇
〇
琵
喝
で
あ
る
。

　
働
吾
人
の
方
法
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
屍
以
上
で
は
ω
㌦
P
は
二
に
近
か
6
1
と
す
る
著
し
い
傾
向

が
あ
る
。
（
七
）

　
　
劉
聴
畳

　
書
の
強
さ
を
以
て
す
る
實
駒
は
、
一
は
心
意
の
残
留
が
短
時
間
煮
る
た
め
一
は
威
官
の
疲
勢
の

大
な
ら
ぎ
る
だ
め
、
一
般
に
感
畳
の
法
則
を
研
究
す
る
に
殊
に
適
露
な
る
竜
の
と
せ
ら
れ
て
居
る
。

（
八
）
併
し
同
時
に
又
次
の
困
難
之
に
伸
ふ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
滋
。
帥
暑
⑫
強
さ
の
図
化
あ
る

“
と
き
は
亦
麗
分
性
質
の
攣
化
現
は
れ
來
ウ
、
だ
め
に
弱
き
張
さ
の
差
異
を
抹
殺
し
又
は
強
さ
の
差

異
と
の
混
同
を
起
す
こ
と
是
で
あ
る
。
加
之
書
の
強
さ
を
測
定
す
べ
き
充
分
な
る
物
理
學
的
方

、
法
未
だ
立
見
せ
ら
れ
ず
、
是
亦
音
の
強
さ
に
糊
す
る
實
験
に
際
し
少
な
か
ら
ず
不
便
を
威
ぜ
七
む

る
竜
の
が
あ
る
。
扱
て
憩
畳
の
辮
洌
閾
に
翻
し
て
初
あ
て
實
験
、
を
試
み
た
の
は
フ
ォ
ル
ク
マ
シ
で

あ
る
や
彼
は
漸
化
法
に
よ
、
乃
暑
の
強
き
に
比
例
す
る
書
響
振
子
め
落
下
の
高
さ
は
、
乱
ハ
差
蓮
め
逼



鋤

簾
さ
る
㌧
虎
あ
に
、
は
。
。
薫
の
湿
熱
に
あ
る
べ
．
き
こ
と
を
磯
見
し
尤
っ
後
レ
ン
ッ
、
ウ
テ
ル
ラ
、
ノ
満
ル
、
フ
ィ

ヂ
賃
ル
ト
、
ク
ィ
シ
凱
ル
、
ス
タ
ル
ク
馬
エ
ン
ぜ
川
、
ロ
レ
ン
ヅ
、
ケ
ン
ブ
エ
等
は
色
々
の
方
、
法
に
よ
う
て
種
々
の

實
験
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
競
に
は
浅
川
グ
ル
（
九
）
ケ
ラ
入
ナ
）
の
研
究
の
結
果
を
あ
げ
や
う
と
㌧
思
昌

ふ
．
。

’
是
等
の
研
究
ヒ
に
見
る
に
漸
化
法
に
よ
る
竜
の
は
凡
て
無
き
範
園
に
在
う
て
ウ
誕
薫
ベ
ル
の
法
則

に
合
致
す
る
や
う
で
あ
ウ
、
共
糸
勤
的
串
別
閾
は
約
十
分
の
輔
で
あ
る
。
而
し
て
計
数
法
に
よ
う

て
得
π
る
も
の
蕗
殆
ん
ど
之
に
り
致
し
て
居
据
。
「
然
る
に
等
分
法
に
ま
る
と
き
、
は
之
と
異
な
る

結
果
を
得
て
居
る
こ
ど
は
明
か
で
あ
る
。
（
＋
一
）

　
　
轍
、
　
メ
ル
ケ
川
の
研
究
臼

　
メ
ル
ケ
ル
は
音
響
計
を
用
ゐ
一
グ
ラ
ム
セ
ン
チ
メ
貰
ト
ル
を
廃
位
と
し
て
辮
別
閾
の
測
定
を

試
み
沁
の
で
あ
る
が
、
其
方
法
に
は
不
明
瞭
な
鮎
あ
ム
等
号
な
る
結
果
と
い
ふ
こ
と
は
国
籍
綴
が

滲
考
の
た
め
に
衣
に
之
を
表
出
す
る
。
衷
に
於
て
B
は
ギ
9
で
奪
は
黛
詣
9
。
で
あ
る
。
又
△

は
窮
⊥
．
で
あ
る
。
從
っ
て
相
封
訳
筆
捌
閾
は
レ
＼
噛
・
で
あ
る
。
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／
　
／
　
／
　
／
　
／
　
／
　
／
　
／
　
／

・
・
縮
b
榊
物
理
豹
法
劉
卑

竜
七



？IR：

x

g，（t

1｛？，6

‘ag，e）

5．5

1ユ，1

19，5

6，｛

sri

23，ユ

9，9，

ユ0．6

23，・2・

哲

學

研

第

號

lr 1’v

13去5

2ろ6，0

4，gc＞，’）

1：31．4

2；）6，b－

47ご言，4

13－2　．8

‘．〉　5　一1　，1

480，0

135，7

256，0

480ユ，

A

1

皇

1

］

［
・

1

二

　1・23，9

　2職並

　45代9

　1L2　：．9

　2壬5，4

　45e，9，

　12ろ，9

　L）　L／t　．t1

　456．9

　1k）5，9

　2壬5，4

　45（S，9．

卒均値

セ
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右
の
結
果
に
よ
れ
ば
漸
化
法
を
以
て
す
る
と
き
は
ウ
瓢
葺
ベ
ル
の
法
則
が
可
戎
贋
い
範
圏
に
行

は
る
＼
こ
と
は
察
知
せ
ら
る
＼
が
、
な
ほ
上
下
爾
限
に
於
て
脱
侠
の
存
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

　
　
二
、
　
ケ
ラ
ー
の
研
究

　
ケ
ラ
ー
の
碍
究
は
非
常
な
る
注
意
を
以
て
行
は
れ
た
。
　
即
彼
、
は
精
密
な
る
試
験
に
よ
れ
ば
音

の
聖
別
は
落
下
板
の
構
造
に
關
係
が
あ
っ
て
下
思
身
に
は
絵
う
筆
管
が
な
い
と
い
ム
考
か
ら
音

」
響
計
の
球
を
受
け
る
所
を
ぱ
毛
焼
を
以
て
覆
ひ
黒
檀
板
を
用
ひ
て
難
心
な
し
に
落
ち
る
如
く
し

た
。
鴬
野
は
丁
度
共
板
の
申
心
に
落
ち
る
如
く
し
象
牙
を
以
て
製
し
て
居
る
。
共
結
果
は
メ
ル

ケ
ル
の
と
大
に
異
っ
て
居
る
が
、
ケ
ラ
置
の
考
に
よ
れ
ば
こ
は
メ
ル
ケ
ル
の
場
合
に
は
鋼
鐵
球
を

用
ゐ
樫
木
板
を
用
ゐ
尤
か
ら
装
置
の
不
完
塗
か
ら
來
疫
の
だ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
併
し

標
準
昔
の
張
さ
に
柔
な
る
遠
の
あ
る
こ
と
を
彼
は
看
過
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
其
結
果
は
被



鹸
者
次
ぼ
う
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
今
二
つ
の
場
合
を
あ
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
r
表
中
4
’

な
標
準
二
膏
の
強
さ
、
％
拡
上
　
閾
、
残
は
下
降
閾
、
α
は
ぶ
竃
．
ゐ
は
コ
2
叉
レ
3
は
ぶ
一
9
、
レ
『
は
噛
一
詳
、
》

は
レ
曾
盛
》
爵
で
あ
る
。
二
七
壼
位
は
矢
張
グ
ラ
ム
セ
ン
チ
で
｝
を
用
勇
。
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之
に
よ
う
て
見
れ
ば
、
其
．
實
験
の
範
園
内
に
あ
り
て
は
ウ
ェ
」
べ
声
の
法
則
は
志
ん
ど
凡
の
揚
合

に
同
様
に
行
は
れ
て
居
る
。
叉
彼
は
計
数
法
の
中
黒
に
数
度
法
に
よ
づ
て
竜
野
験
を
し
て
居
る

が
、
其
結
果
は
漸
化
法
に
於
け
る
と
三
度
法
に
於
け
る
と
の
申
問
に
あ
る
と
い
・
ふ
こ
と
で
あ
る
。

叉
彼
は
個
三
三
相
違
が
あ
る
乏
い
ふ
こ
と
を
も
屠
示
し
て
居
る
。
（
＋
ご
）

　
　
場
　
親
　
麗
“

　
　
（
r
吾
人
の
光
の
七
会
が
客
親
的
光
度
に
比
例
す
る
竜
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
多
ヰ
の
経
験
が
之

　
　
　
　
精
紳
物
理
的
法
瑚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
九



’2・2te

　
　
　
　
欝
漿
研
究
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

を
示
し
て
居
る
。
扱
て
観
畳
の
辮
別
閾
に
つ
い
て
は
圭
と
し
て
輝
度
に
沖
し
て
行
は
れ
て
居
る

が
、
始
め
て
共
測
定
を
試
み
π
の
は
プ
書
ゲ
及
フ
エ
ヒ
ネ
ル
で
あ
る
。
彼
等
は
陰
影
の
比
較
を
用
み

て
之
を
行
り
だ
の
で
あ
る
が
其
結
果
六
十
四
分
の
一
な
る
値
を
得
て
居
る
。
・
而
し
て
ノ
ォ
ル
ク
マ

ツ
に
よ
れ
ば
マ
は
百
分
の
一
で
あ
っ
鬼
。
後
マ
ッ
ソ
ン
は
回
蒋
圓
板
を
用
ゐ
同
様
の
結
果
を
得
た
。

即
百
分
の
一
乃
至
百
聞
分
の
一
で
あ
る
。
然
る
に
是
等
の
研
究
は
何
れ
萢
礎
化
多
き
日
光
申
に

湿
て
行
は
れ
π
の
で
あ
み
。
．
麗
が
か
㌧
る
揚
合
に
は
日
光
の
鍵
化
に
俘
ひ
瞳
孔
の
幅
は
鍵
化
し

又
ア
ウ
ベ
ル
ト
の
己
に
指
摘
し
尤
や
う
に
網
膜
の
櫃
態
も
亦
獲
化
す
る
。
故
を
以
て
か
く
し
て

得
だ
る
辮
別
性
の
値
は
里
言
の
種
々
な
る
疲
勢
の
歌
心
に
於
て
得
た
る
結
果
と
同
じ
く
之
を
信

忘
す
る
こ
と
が
出
來
諏
。
而
し
て
是
等
，
の
影
響
を
禺
肥
る
素
干
除
せ
ん
と
試
み
π
の
は
ク
レ
『

ペ
リ
ン
で
あ
る
。
よ
ウ
て
冥
罰
は
蚊
に
は
ク
レ
言
ペ
リ
ン
の
結
果
を
あ
げ
（
＋
三
）
そ
れ
に
ヶ
ー
ニ
ッ

“
ヒ
、
ブ
ロ
ー
ポ
ン
の
結
果
を
添
へ
て
述
。
へ
や
う
。
（
＋
四
）

　
　
㎜
、
　
ク
ン
ー
ペ
リ
ン
の
研
究

　
彼
は
マ
。
ソ
ン
の
圓
板
を
用
ゐ
カ
の
で
あ
み
が
（
＋
冠
）
之
を
暗
室
に
入
れ
て
綱
膜
の
猛
男
を
常
恒

に
七
且
つ
圓
板
を
噛
ば
常
恒
な
る
一
定
の
光
源
を
以
て
照
し
叉
一
定
の
次
色
の
硝
子
を
通
し
て
之

を
見
る
や
う
に
し
∵
だ
の
で
あ
る
。
邸
先
づ
十
セ
ン
チ
下
思
ト
ル
の
二
二
を
有
す
る
純
自
の
板
紙



を
野
板
と
な
し
其
牛
穫
に
沿
ひ
墨
を
以
て
断
線
を
描
き
導
燈
が
五
ミ
リ
メ
葦
ト
ル
の
長
さ
と
幅

と
を
有
す
る
如
く
し
其
間
隔
を
ニ
ミ
リ
メ
書
鮎
ル
と
し
π
。
即
十
四
の
白
黒
の
堺
が
出
來
る
こ

と
に
な
る
コ
其
故
に
今
時
計
仕
掛
を
以
て
回
直
す
る
と
き
は
圓
板
上
に
十
三
の
次
色
の
輪
を
生

じ
萱
野
に
至
る
ほ
ど
其
輝
度
を
増
す
の
で
あ
る
が
、
其
黒
自
の
割
合
は
次
の
如
く
に
な
る
。

　工
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今
白
地
の
光
の
張
さ
を
．
一
と
し
、
千
丁
の
幅
を
認
ど
し
8
を
臼
地
と
の
比
較
に
よ
5
定
あ
ら
れ
た

黒
の
輝
度
と
す
れ
ば
、
生
じ
控
る
次
色
ゐ
は
次
の
如
ぐ
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
潮
1
1
餐
－
乙
農
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
◎
§
’

次
に
客
観
的
照
光
を
痙
化
す
る
π
め
に
は
、
一
定
の
距
離
に
一
定
の
燭
光
を
置
き
之
を
九
種
類
の

異
な
れ
る
友
色
の
硝
子
を
通
し
て
見
る
こ
と
に
よ
ウ
て
七
つ
禿
。
野
里
藍
油
を
一
定
の
重
量
丈

止
る
や
5
に
襲
置
せ
ら
れ
π
二
個
の
洋
燈
を
備
へ
其
問
に
灰
色
の
ぜ
硝
子
を
置
き
、
響
板
よ
う
二
五

　
　
　
　
精
憩
物
理
的
法
期
　
　
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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八
二

叉
は
四
〇
セ
，
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
て
見
π
の
で
あ
る
。
．
な
ほ
此
際
燈
．
心
だ
は
．
幅
訟
、
一
三
「
ミ
リ
メ

7
ト
粥
直
径
一
五
ミ
リ
メ
r
ト
ル
で
あ
っ
π
。
借
て
各
硝
子
の
偏
角
は
次
あ
・
如
く
で
あ
る
。

1　oo

2　4。57／

3　7023t

些13041

5　13e　s，

6　16e　4，

7　27e46，

8　29e21，

9　3Je26，

か
く
て
其
強
さ
を
…
導
出
し
桑
』
D
軌
Q
ミ
を
一
〇
〇
〇
と
す
れ
ば
各
揚
合
に
於
け
る
張
さ
の
鵬
係
は

次
の
如
く
に
な
る
。
但
し
全
然
硝
子
を
除
い
た
と
き
を
わ
・
と
．
す
る
。
、
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斯
の
如
一
し
て
左
右
の
眼
に
よ
う
各
面
合
に
於
け
る
携
別
閾
を
測
定
レ
て
次
の
如
き
結
果
を

得
π
。
舷
に
吾
人
は
叉
分
数
の
形
に
於
け
る
値
を
も
附
加
し
た
。
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O
お
ゆ
o
ρ
く
H
O
メ
℃

♂、

n
》
8
G
。
温
く
昌
メ
つ
♂
O
㌦
［
＄
b
っ
q
ら
く
ド
ミ
リ
第

ミ
P
8
Q
o
伊
O
く
訟
◎
G
。
♂
ε
ソ
ξ
b
っ
O
く
H
O
G
。
．
刈

噛
N
δ
b
〔
｝
o
。
謡
く
H
匡
b
¢
O
”
員
藁
O
δ
く
⑪
g
Q
祉

ミ
ρ
O
Q
o
◎
蕊
く
礎
野
荒
軌
苗
P
§
O
嵩
く
O
G
o
“
こ
Q

鯛
。
δ
b
ビ
＄
く
器
u
O
♂
9
C
μ
露
こ
。
く
お
り
C

♂
P
8
露
　
W
く
窓
つ
。
始

ρ
ρ
O
ド
O
緊
く
領
導
ご

♂
ρ
鐸
O
認
く
鐸
せ

謬
【
6
δ
鋒
く
Q
っ
鰹
O

漕
P
O
桐
O
課
く
韓
鰹
¢

激
P
O
さ
蒙
く
栄
爵

♂
C
b
〔
6
Q
。
⇔
＜
ε
目
闘

¢
つ
b
篇
旨
く
3
。
恥
b

｝
P
〔
芦
ε
◎
。
く
G
。
こ
◎
ψ

♂
O
噂
轟
。
。
8
く
b
っ
q
⊃
“
。
。

詑
に
よ
参
て
蝿
れ
被
辮
甥
軍
港
○
○
○
よ
ゆ
三
つ
五
慮
の
問
に
あ
う
て
弦
可
成
常
馨
あ

蚤
、
そ
2
気
よ
う
四
五
海
ほ
漸
々
塘
し
そ
れ
よ
う
急
に
増
す
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
併
し
執
る
光
の

閲
に
て
は
常
恒
で
凡
そ
百
廿
一
分
の
繭
の
値
を
示
し
て
居
る
。
　
即
ウ
ェ
ー
ベ
ル
・
の
法
馬
は
九
乃
至

一
〇
〇
〇
の
聞
に
調
て
は
与
奪
に
叉
更
に
細
い
範
團
に
於
て
も
殆
ん
ど
其
に
近
い
妥
極
性
を
有

し
て
居
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

　
　
二
、
　
ケ
ー
ニ
ッ
ビ
、
ブ
賞
多
ダ
ソ
の
研
究

　
此
賢
人
は
ス
タ
ア
ジ
ン
蝋
燭
の
光
を
四
分
の
三
メ
諄
ト
ル
の
所
よ
今
皆
野
惹
丈
臼
く
而
か
も

騒
な
乃
紙
の
面
に
落
し
、
之
を
一
ミ
ジ
中
書
ト
π
四
方
の
大
さ
の
穴
ぽ
り
覗
い
て
槻
察
し
た
の
で

　
　
　
　
精
憩
物
理
的
法
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
…
二



認叢

　
　
　
　
哲
學
・
研
　
究
・
　
第
二
號

あ
多
が
、
其
瀦
果
は
他
の
緯
果
に
比
し
著
し
く
大
な
乃
値
を
示
し
て
居
る
。

よ
ゆ
來
て
屠
る
の
で
あ
ら
5
と
思
は
れ
る
。
二
次
の
如
く
で
あ
乃
。

一光　愛．

　　　tl，5　1

　　　　　i

　　　　k．）

　　　　三～

　　　　憩

　　　　と）

　　　　5｛’｝

　　　】｛り

　　　：．’on

　　　500

　　正060

　　；）｛　（o

　　Dr　oL｝O

．〈　10dOO

　・．）ooeo

　sogoo

1り〔ooo

2，吐）000

瑠
撚
悔
W
暢
聡
凝
憎
憎
脚
㍑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
禽
置
畳
の
範
闘
で
爺
臼
い
の
は
色
に
封
ず
み
辮
劉
性
の
研
究
で
あ
る
。

贋
み
て
色
麟
板
に
て
實
験
す
る
之
と
が
出
來
る
。

恐
ら
く

装
置

の

相

違

八
四

こ
は
一
定
の
色
素
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
而
し
て
或
は
強
き
光
の
中
に
於
て
艶
浴
色
紙

を
用
み
て
す
る
か
或
は
尽
き
光
の
中
に
於
て
ゼ
ラ
チ
ン
の
色
紙
を
用
み
て
す
る
か
で
あ
る
が
、
後

者
は
殆
ん
ど
輩
純
な
る
ス
ペ
タ
ト
ル
の
色
に
似
た
種
々
な
る
色
の
結
合
を
適
當
に
作
う
得
る
便

利
が
あ
る
。
扱
て
之
に
就
き
實
臓
を
試
み
だ
の
は
ケ
よ
・
ピ
で
あ
る
が
（
士
ハ
）
其
結
果
は
次
の
如

く
で
孝
る
。

　
　
　
繋
築
乙
マ
。
（
諜
）
［
。
8
（
琶
一
㎝
誤
（
蹄
）
一
α
。
α
（
謬
）
一
所
“
。
（
瞭
）
一
§
（
崩
譲
）

　
　
　
　
・
ミ
＝
曇
＝
歩
『
＝
唐
…
。
・
一
尉
奮
・
・
「
回
＼
馨
㎝
同
＼
奮

勿
論
こ
獄
充
分
精
密
な
る
結
果
と
い
ふ
こ
と
は
輯
來
ぬ
が
、
兎
竜
角
之
に
よ
れ
ば
中
澗
の
潔
き
の



2・Z5

光
に
あ
ウ
て
は
何
れ
に
於
て
竜
殆
ん
ど
辮
甥
閾
は
関
野
で
あ
っ
π
。
へ
＋
苫

乙
事
　
實

　
以
上
諸
家
の
研
究
の
結
果
を
蓮
覧
す
る
に
、
域
畳
の
範
園
に
よ
り
、
同
町
鳳
畳
の
範
境
内
に
て
も

研
究
者
の
使
用
し
た
る
装
置
叉
は
器
械
に
よ
O
、
叉
観
察
者
の
個
性
に
よ
う
、
其
他
吾
人
の
あ
ぐ
る

乙
と
の
耳
蝉
な
い
諸
種
の
原
因
に
よ
う
て
一
様
で
は
な
い
が
、
併
し
夫
に
耳
蝉
は
ら
ず
国
入
の
到

底
否
定
す
る
こ
と
の
出
來
衣
い
事
實
が
表
は
さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
郎
以
上
の
結
．

票
に
よ
ガ
吾
入
の
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
録
事
實
は
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
欄
遡
戟
の
強
度
の
差
異
の
可
知
に
な
る
π
め
に
は
標
準
刺
戟
が
笹
原
迄
増
伽
（
又
は
減
少
）
し
な

　
　
け
れ
ば
衣
ら
ぬ
。
而
し
て
其
値
は
標
準
刺
戟
に
尊
墨
し
総
甥
的
に
あ
ら
ず
し
て
粗
封
的
で

　
　
あ
る
。

　
二
刺
戟
の
堰
加
に
鷹
ず
る
旗
畳
の
堆
擦
の
鵬
係
は
簡
軍
な
る
比
例
を
な
さ
・
ず
、
威
畳
は
刺
鞍
の

　
　
野
籔
に
比
例
し
て
塘
す
竜
の
で
あ
る
。

　
三
此
規
馴
性
は
標
準
刺
戦
と
比
較
刺
戦
と
の
差
異
が
除
ム
大
な
ら
ざ
る
削
合
に
の
み
現
は
れ

　
　
る
。
帥
薫
化
法
、
計
数
法
叉
は
等
厚
法
に
限
ら
れ
等
分
法
に
射
て
は
其
開
係
を
異
に
し
て
居

　
　
　
　
縮
紳
物
理
的
法
剣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
　
醤
　
　
壌
　
　
醤
　
　
究
　
　
　
纂
　
二
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謬
八
轟
ハ

潟
　
　
る
竜
の
で
あ
る
。

　
　
ウ

　
　
践
叉
此
規
則
性
は
刺
戟
の
中
間
の
強
度
を
有
す
る
四
囲
幽
内
に
限
・
う
行
は
れ
る
。
　
致
ひ
故
に
刺

　
　
　
戟
閥
．
叉
は
刺
戟
頂
に
近
い
場
所
に
於
て
は
解
脱
侠
を
生
ず
る
勺
の
で
あ
る
。

　
　
7
彦
マ
ン
は
ウ
ェ
ー
べ
μ
の
法
則
を
ば
翰
墨
畳
の
順
序
数
は
剰
戟
の
強
度
の
饗
数
、
に
比
例
し
て
塘

　
す
も
の
で
あ
る
』
と
定
蓬
し
て
『
此
世
に
於
け
る
法
刷
は
何
等
暇
定
を
含
案
ず
只
観
察
さ
る
べ
き
事

　
．
實
を
言
表
は
し
て
居
る
の
み
で
あ
る
』
と
云
っ
て
居
る
が
（
＋
八
）
此
言
表
は
更
に
一
歩
を
進
め
て
以

　
し
の
諸
項
に
三
三
す
る
こ
と
が
出
町
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
然
ら
ば
以
上
の
事
實
は
事
實
と
し
て
、
果
し
て
之
を
如
侮
．
に
論
明
す
べ
き
で
あ
る
か
、
吾
人
は
之

　
を
次
章
に
於
て
違
べ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
じ
。
。
坤
『
・
・
津
§
・
0
8
曇
霞
綱
。
◎
夢
”
．
d
↑
ぎ
門
§
歪
『
》
吋
・
旨
①
ぎ
三
二
露
毒
筆
＾
…
銭
§
『
瞬
§
置
づ
塞
臼
窪
窪
曾
黛
蓉
げ
言
愚
婁
鐸
。
ご
、

　
　
　
　
｛
殆
げ
ぎ
卯
訟
ヨ
2
憲
弘
。
◇
O
ρ
罫
認
酪
ζ
π
・
。
ε
．

　
　
　
（
二
）
ζ
ξ
ζ
回
診
「
一
勢
ご
藍
．
門
叢
る
周
・
豪
〆
チ
ξ
漂
げ
彰
ゲ
乾
竃
コ
き
銭
凶
畠
。
乙
）
≡
＾
室
監
箋
・
ご
σ
q
豊
㌔
（
三
尊
ぎ
野
黎
一
伽
こ
日
払
O
鼻
誇
幽
に
ξ

　
　
　
　
ω
黛
）
・

　
　
　
（
曲
論
）
少
弐
は
最
初
ス
ト
ラ
ツ
ト
ン
の
鷹
吊
出
圃
に
か
」
り
後
コ
ブ
レ
．
ス
キ
ー
が
ヴ
ン
ト
、
ウ
ヰ
ル
ト
の
指
導

　
　
　
　
の
下
に
孜
良
襲
尊
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
無
畜
準
重
量
に
写
し
一
定
の
重
量
を
ば
瞬
問
的
に
櫓
鋤
叉

　
　
　
　
は
澱
少
し
翻
る
黒
く
作
ら
れ
て
居
「
る
。
　
な
ほ
凱
器
糠
の
詳
細
な
る
詮
劉
は
典
の
論
玄
を
滲
照
せ
あ

　
　
　
　
し
　
　
　
　
へ
む

　
　
　
　
孝
た
々
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千
簗
『
灘
畳
に
於
け
る
舞
別
の
非
相
縄
脂
性
に
就
て
始
（
「
帥
鰹
攣
温
温
」
第
十
四
巻
第
十
號
」
第
八
頁
及
第
九
頁
）

（
囚
）
　
心
理
學
の
測
定
法
は
大
甥
し
て
澱
階
法
と
計
数
法
と
の
二
つ
に
分
れ
る
。
　
前
者
は
勅
戟
を
或
大

　
か
ぐ
丈
蔓
化
せ
r
し
め
癬
門
島
化
せ
る
と
き
其
同
凝
を
判
じ
得
る
や
を
検
す
る
に
あ
り
、
後
者
は
一
定
の

　
天
さ
御
忌
減
し
其
事
隙
の
籔
多
を
ば
統
計
的
忙
串
叙
す
る
に
あ
る
。
　
前
者
嶽
更
に
漸
化
法
、
等
分
法

　
舗
齊
法
の
三
つ
・
に
分
れ
る
。
　
漸
化
法
は
、
刺
戟
r
を
ぱ
少
し
づ
x
溜
々
．
灘
門
化
し
て
何
れ
の
繰
に
於
て
典

　
同
異
を
減
ず
る
か
を
．
見
、
朝
す
に
あ
り
、
等
分
法
は
二
　
つ
め
勲
｝
職
を
與
へ
　
よ
り
「
て
趨
る
二
つ
　
の
．
戚
岬
畳
㊨

　
巾
問
の
糖
蜜
に
晦
…
ず
る
r
血
戦
を
見
拙
す
に
あ
り
、
又
等
論
法
は
刺
乱
戟
を
避
化
し
て
上
畳
上
等
齊
な
る

　
如
一
作
る
に
毒
ゑ
な
ほ
叉
計
数
法
は
三
度
法
と
数
変
法
と
あ
り
、
三
度
法
と
は
感
畳
上
導
し
き
か

　
大
な
る
か
小
な
る
か
鋼
一
言
の
三
つ
の
鵡
御
合
を
和
心
定
し
て
㎝
買
肱
罰
す
る
に
あ
夢
、
獅
獄
度
法
と
は
｝
史
に
明
か

　
に
大
明
か
に
小
、
又
は
更
に
蓬
か
に
大
蓬
か
に
二
等
の
鋼
噺
の
場
合
を
匝
別
し
て
貴
験
す
る
に
あ
る
。

（
麗
）
　
千
葉
　
同
前
五
頁
f
十
網
頁

（
六
）
む
。
陣
峯
ぎ
畳
㌘
費
ρ
。
。
・
加
駕
ム
。
。
聖
っ
●

（
七
）
翻
。
ξ
ざ
◎
ζ
”
獅
襲
b
と
■
皆
。
。
－
ゆ
謬
㌔

（
八
）
≦
弓
黛
”
の
昆
邑
註
σ
。
。
魯
㌧
㎏
ξ
除
。
ざ
σ
2
ぎ
冨
口
固
．
曙
彦
。
ざ
讐
辞
？
ど
碗
6
欝

（
鬼
）
ン
ぎ
・
峯
噂
≧
ぎ
∴
．
u
）
納
包
｝
嶽
言
σ
⇒
嵯
鼠
壁
づ
、
ぎ
げ
魯
霧
白
き
急
男
臼
属
富
岡
養
．
臼
窪
。
。
。
・
。
。
陣
乞
；
9
H
。
。
。
。
o
Ψ
。
・
齢
δ
o
占
望
）

（
†
）
図
色
β
攣
・
塁
“
．
葺
。
寒
ぎ
釦
。
急
㊤
白
。
冒
㌢
。
げ
窪
属
琵
φ
二
巴
○
。
竃
鼠
・
急
自
の
。
げ
琵
Φ
監
督
鼠
自
ゆ
q
窪
屡
巳
笹
器
謬
臥
舜
ぎ
護
瞭
謹

　
冨
篤
ぎ
参
・
ぎ
胃
ヨ
ぎ
ご
】
託
”
［
ヨ
で
門
二
5
聖
呵
r
、
蕃
昌
。
｝
巨
．
津
蝕
滑
一
軸
｛
裁
4
メ
鋳
駐
1
ξ
｝

（
†
購
）
　
等
分
法
に
よ
る
と
き
は
殆
ん
ど
比
論
の
閣
係
に
あ
り
、
こ
は
其
獲
見
巻
の
名
に
よ
り
て
メ
ル
ケ

　
ル
の
法
…
期
と
名
け
ら
れ
て
属
る
。

（
†
二
）
三
巴
写
認
餉
r
ρ
○
・
¢
“
デ
爆
●
，
r

　
　
鰭
…
騨
．
物
理
蛉
法
測
　
餌
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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哲
塾
‘
研
　
究
　
　
筑
〃
二
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

（
十
三
）
国
婦
至
心
9
ぎ
”
自
誓
自
“
．
凶
暴
周
讐
㈲
o
貸
。
擁
傘
琶
匡
ぴ
⇒
一
（
㊦
淳
衛
＄
ぞ
。
ぴ
。
謎
。
げ
。
ご
O
Φ
器
仲
N
孟
げ
鉱
ピ
ざ
げ
8
蓉
づ
⇔
ロ
伽
二
圏
σ
⇒
㊦
聞
●
、
（
弓
ピ
ざ
鉾
聾
譜
穿
鴫

　
島
5
℃
μ
Q
o
g
◎
9
幹
こ
o
O
〔
r
q
Q
b
っ
9
．

（
十
四
）
凶
α
巳
σ
⇒
瓢
●
瞬
門
9
冒
ヨ
“
己
Q
障
餌
β
ロ
α
Ω
こ
自
げ
㊤
’
獅
霞
ビ
葭
ド
｝
犀
帥
創
・
幽
。
弩
宅
謎
。
陰
．
、
蕊
G
o
G
c
ソ

（
桑
識
）

ー
ノ

9
鳳
誕
猛
麗
■
置
薗
瞳
●
瞳
膿
回

（
十
六
）
則
α
羅
黄
”
つ
く
二
鄭
黛
”
Ω
峯
⇔
鈎
餌
雌
σ
Q
ρ
p
囲
・
ロ
。
’
O
警
｝
」

（
十
七
）
　
近
時
本
田
親
二
氏
ツ
ェ
ル
ネ
ル
氏
光
度
計
を
用
ゐ
、
白
、
赤
、
蔚
の
三
色
に
つ
き
種
々
の
光
度
に
於
け

　
る
辮
溺
…
嗣
の
測
定
を
試
み
、
光
度
の
趣
の
て
強
大
な
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